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国　　　名 基　準　系　列 先行指数 一致指数 遅行指数
タイミング タイ…〃 タイミ〃
カ　　ナ　　ダ GN　P（1971制QCI（6〕M一6 CI（4〕MO




オーストりア 工業生産指数　M CI（3〕M一5 CI（3〕Q一3，5
ペ　ル　キ　ー GN　P｛1970年）MCI｛2）M一3
ルク七ンプルグ 全工業生産指数M CI（3〕M 一2 CI（3）Q十5
デンマー　ク 月労働時聞数　M CI（7）Q一6
7インランド 工業生産指数　M CI（8）Q一7 CI（4）M一3，5
7　ラ　ン　ス全工業生産指数Q CI（7）M一3 CI（3〕M十1 CI（4）Q十6
西　　　　　独 ・　　　　Q CI（8〕M一5．5
ギ　1」　シ　ア 〃　　　　　MCI（4〕M一6 CI（5〕MO CI（4〕M十6
アイスランド G　D　P　　　　　A
アイルランド 工業生産指数　Q CI（4〕M一8 CI（2）M十1 CI（3）M十7．5
イ　タ　リ　ア 全工業生産指数M CI（3）M一4 CI（3）Q一1
オ　ラ　ン　ダ 工業生産指数　M CI13〕M一8 CI（4）M十1．5CI（3〕Q十6．5
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表7（数字は先行（一），遅行（十）月数を表わす）
経
済
企
画
庁
OECD
景気動向指数
先行系列｛一致系列遅行系列
景気総合指数
先行系列｛一致系列遅行系列
長期先行指数
短期先行指数
基準循環
遅行指数
経
済
企
画
庁
OECD
景気動向指数
先行系列｛一致系列遅行系列
景気総合指数
先行系列｛一致系列遅行系列
長期先行指数
短期先行指数
基準循環
遅行指行
6／57
一2
＋1
＋9
一5
－1
＋9
・・／・・1・・／・・
一4
＋1
＋7
一7
＋2
＋2
一7．5
＋1
＋5
一11
－O．5
＋1
一8
－4
－4
＋3
一12
－5
－8
＋1
7／70
一3
＋3
＋9
一5
－1
＋8
一7
－4
0
＋9
11／73
一4
＋1
＋13
一3
　0
＋12
一7
－5
　0
＋12
平均
一4．0
＋1，6
＋8．O
一6．2
－O．3
＋7
一8．5
－4．5
－3
＋6．25
谷
6／58
0
0
＋9
一3
0
＋9
10／62
一1
＋2
＋8
O
＋1
＋7
一7
0
＋3
＋8
10／65
十2
－1
＋1
一3
－1
＋9
一ユ8
キ1
＋2
＋15
12／71
O
O
＋8
一2
　0
＋11
一9
－2
＋1
＋16
3／75
　O
＋1
＋12
一2
　0
＋18
一4
　0
　0
＋19
平均
十〇、2
＋0．4
＋7．6
一2
　0
＋10．8
一9．5
－0．25
＋1．5
＋14．5
出所）　0ECD（8），経済企画庁鱒，（14より作成。
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もち，1977年の小さな景気後退は示したが，近年の景気拡張を跡づけるには失
敗している。
　0ECDによる日本の各指数の構成要素は基本的には経済企画庁の景気動向
指数の構成要素と同じである。景気動向指数は先行指標10，一致指標8，遅行
指標7の合計25系列から計算されているが，この中で先行指標は日経商品指数
と仕掛品在庫投資が，一致指標は建築着工と有効求人倍率と輸入通関実績が，
そLて遅行指標は設傭投資と人件費比率がそれぞれ0ECDの各指数の計算か
らはずされている。なぜこれらの系列が除外されたのか，その理由は明確にさ
れていないが，おそらくデータ期間が短かったり．あるいはトレンド除去後の
系列の動きが良好ではなかったり，あるいは指標としてのパフォーマソスが低
かったためであろう。
　経済企画庁では，1980年9月に景気動向指数の採用系列をそっくりそのまま
使用して，景気総合指数を試算している。鰯表7は経済企画庁の景気動向指数
と景気総合指数とを0ECDの景気総合指数と比較したものである。日本の公
式の基準日付が古典循環に基づいているためどの指数のパフォーマソスがすぐ
れているかは理断できないが，成長循環に基づく経済企画庁と0ECDの景気
総合指数の場合，採用系列の違いによってもかたりリード・ラッグに差がでて
いることが判かる。また同一の指標系列を採用している経済企画庁の二つの指
数を比較Lてみると，景気総合指数の方が山茄早く来るという一般的傾向はみ
られるが，谷が遅れるという煩向はさほど顕箸ではない。
注ω　OECD（7），（8），（9），（ユ◎
　（2）先行指標および遅行指標の定義は3ケ月のリード・ラッグに基づく。
　｛3）経済企画庁⑭を参照。
Y　む　す　び
以上，0ECDによる景気指標を日本の景気指標と比較Lながら考察してき
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たが，最後にまとめの意味で望ましい景気指標は如何なるものかについて若干
考察してみよう。それは経済的重要性，統計的充足性，景気とのタイミソグの
一致性，景気循環との対応性，系列の平滑性，統計の速報性口iといった諸特性
を十分に持つもので淀げれぱならないとされている。このような基準によって
選択された指標系列を用いて様々な景気指数が作成される必要がある。しかし，
今回の0ECDプロジェクトの場合，指標の選択は各禺の専門家にまかされ，
目本の場合主として既存の景気動向指数の構成指標を用いて景気総合指数を計
算している。経済企画庁の景気動向指数の採用指標は昭和35年の誕生から昭和
54年の改正まで大きく4回にわたって改正されているものの，｛2〕すでに現採用
系列の中にはバフォーマンスの衰えたもののあることが指摘されている。0E
CDのブロジェクトでも，上述の6つの基準に照らしたスコアリング・システ
ムに基づいた指標系列の洗い直しから始めることが望ましかった。また採用指
標系列についても，その得たスコアに従ってウエイト付けを行ない，指数を作
成すれば，景気指標としてのよりすく｝れたバフォーマソスを発揮しえたかも知
れない。
　0ECDプロジェクトでは成長循環による方法を採用したが，確かに上昇ト
レンドがはっきりと認められる場合にはこの方法はすく“れており，その他にも
成長循環に基づく景気総合指数の場合，景気の方向のみたらずその量感をある
程度読むことできるという長所などをもっているが，長期トレンド成長率が低
下Lた状況では古奥的循環に基づく景気動向指数も必要であろう。1973～75年
の景気後退は古典的循環による監視もまだまだ必要であることを明確に証明し
ていると言えよう。特に1975年以降についてはトレンド推定の改善が必要とさ
れよう。
　また系列の不規則的な変動を減らし，平滑化をすすめるために，MlCD
（M㎝ths　for　Cyc1ica1Dominance循環優勢月数）スパンやADR（Average
Duration　of　Rm連の平均連続月数）などを参考にして，幅〕適切な長さの移動
862
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平均を用い，偽りのシグナルを減らす方法を用いた方が良いであろう。採用さ
れた指標系列の中に名目価格表示のものが含まれているならば，デフレートす
る必要がある。というのは，景気の上昇局面で価格が上昇し，下降局面で価格
が低下するという従来のパターソが崩れ，不況でも価格が上昇するというスタ
グフレーションの状態があらわれているからである。0ECDプロジェクトで
は事務局によってこのデフレート化が行なわれたが，経済企画庁の景気動向指
数では行なわれていたい。日本の景気動向指数の採用系列のうち，先行指標の
機械受注と建設受注（これらはOECDの短期先行指数の採用系列でもある）
の二つだけが名目価格表示であるが，これをテフレートする適当な価格指数は
今のところ見い出されず，今後の課題となろう。ωこの他にも，現在の生産に
片寄った指標構成ではなく，一般的な経済活動を正確に反映するような指標構
成の問題など，まだまだ残された問題は多い。
注（1）これらは米国商務省経済分析局で採用している基準である竈詳細はZaromwitz
　　（11）をみよ。しかしこれらの基準の申で逮報性は指標選択の基準というよりむし
　　ろ前提のように思われるo
　（2）昭和35牢8月に景気動向指数が誕生してから，昭和40牢2月，41年3月（10月に
　　一部改正），43年6月，54年5月と4剛こわたって採用系列の変更が行なわれてい
　　る。とくに40年～43年の闘に3回も改訂が行たわれ，この間の経済構造の変化の激
　　しさを物譲っている。改訂される系列の中で先行擦漂が多いことが注目され飢経
　　済企圃庁㈹pp．14－15．
　（3〕セソサス局法を中心とした経済時系列の季節変動調整については黒川垣雄⑱が参
　　考になる。
　（4〕　しかし，目本の景気動肉指数の場合，この二者を除いた先行繕数を作戒してみて
　　も循環のタイミソグにはそれほど変化がないことが示されている（森一夫ωを参
　　照）藺
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